
事業番号 - - -

（ ）

(目) 庁費 1 1

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 諸謝金 1 1

翌年度へ繰越し（D) ▲1,255.7 ▲ 611 ▲ 66 -

1,750

1

重要政策推進枠　963百万円

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

①文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光推進事業（補助率：２／３、１／２、委託）
文化観光推進法に基づく拠点計画及び地域計画の実施等のための事業について支援を行う。具体的には、Wi-Fiやキャッシュレス等の整備，学芸員等の体制支援、バリアフリー
等の利便性向上や展示改修、地域一体となった観光コンテンツの造成等に係る経費を支援する。
②博物館等の国際交流促進（委託）
ウィズコロナ・ポストコロナにおける持続的な国際交流モデルを構築するため、海外の博物館等と連携し、学芸員等の共同調査・研究等により創出された文化財等の新たな価値
を、デジタル技術やレプリカ等を活用した先駆的な鑑賞モデルの構築や収益力の確保に活かしながらボーダレスに発信することで、海外における博物館と日本文化のプレゼンスを
高めるための経費を支援する。

実施方法 直接実施、委託・請負、補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 631.6 2,283 1,908

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

1,929.4 3,180 2,272.1 1,983.1 2,366.1

予備費等（E) - - ▲ 437 -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 2,001.3 2,039 2,164.1 1,917.1 2,366.1

- 1,256 611

補助対象：賃金、旅費、委託費、工事請負費等　補助率：２／３　詳細は以下補助要項を参照。
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/93656001_11.pdf

令和2年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

66 -

補正予算（B) 1,183.8 496 -

-

-

2023 文科 22 0459

文部科学省

政策 12　文化芸術の振興

事業の目的
（5行程度以内）

　文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律（文化観光推進法）（令和２年５月施行）に基づいて認定を受けた拠点計画や地域計画に基づき実施
される事業等に対し、文化資源の磨き上げ等の取組を支援することによって、文化の振興を起点とした文化観光を推進し、文化振興・観光振興・地域活性化の好循環を図ることを
目的とする。

参事官（文化拠点担当）
参事官（文化拠点担当）
参事官　磯野哲也

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

文化芸術基本法　第14条、第15条、第16条、第21条、第26条、第29条
の2,第30条、第32条第1項
文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関す
る法律第18条
博物館法第５条第１項第３号、第７号

関係する
計画、通知等

文化芸術推進基本計画（第2期）（令和５年３月24日閣議決定）

事業名 文化拠点機能強化・文化観光推進プラン 担当部局庁 文化庁 作成責任者

事業開始年度

施策 12-4 文化芸術を推進するプラットフォームの形成

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20211220-mxt_kanseisk02-
000019646_12-4.pdf

(目)

事業概要URL
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/yosan/pdf/93858001_01.pdf#page=71

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 1,917.1

2,215

88%

1

執行率（％）
=(G)/(F)

33% 72% 84%

文化振興基盤整備費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
20%

主な増減理由（・要望額・予備費）

90%

令和6年度要求

(目)

(目)

161

　

　

　

(目)

3 3

0

145

文化芸術振興費補助金

文化芸術振興委託費

委員等旅費

職員旅費

その他

2,366.1

我が国には、文化財をはじめ、有形・無形の貴重かつ魅力のある文化資源が多く存在し、観光振興に極めて大きな役割を果たしている。
他方、魅力的な文化資源が存在していても、その価値を分かりやすく解説・紹介する取組や、戦略的な発信ができておらず、文化資源の保存・活用が進んでいない現状がある。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-

-41 45

成果目標①-3の
設定理由

（長期アウトカム
へのつながり）

地域内における経済効果（宿泊数の増加等）により、時間をかけて展示の理解等を深めることで、来訪者の更なる満足度向上に繋げることができる。

成果実績

成果目標及び成果実績
①-2

（中期アウトカム）

成果目標 単位

- 40

42

目標値 - 80

53.8 52.5

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

68

文化観光推進事業者と連携することで、文化観光拠点施設のみで取り組むよりも、来訪者数等の向上に効果的に繋げることができる。

-

100％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

27

令和2年度 令和3年度 令和4年度
- 年度

-

-

目標年度

-

来訪者数の増加により、地域内における経済効果の増加に繋げることができる。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

事業者から提出されるフォローアップ調査票

令和2年度 令和3年度

103.6

-

-

定量的な成果指標

拠点計画・地域計画で設定した地域内
における波及効果の目標を達成した計
画数について、毎年度80%以上の達成
度を目指す

目標値 - - 80

年度

拠点計画・地域計画で設定した来訪者
の満足度に関する目標を達成した計画
数について、毎年度80％以上の達成度
を目指す

目標を達成した計画数の割合

達成度

単位 令和2年度

80.9

- - 50

目標を達成した計画数の割合

成果実績 - -

目標最終年度

達成度 ％

-

↓

活動内容①
（アクティビティ）

文化観光推進事業者と連携して補助対
象事業を実施することを目標とする。

文化観光推進事業者と連携し
て補助対象事業を実施する事
業者数

活動実績

年度

80 80

定量的な成果指標 単位

- 54

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み -

- -

50

活動目標 活動指標

25

達成度 ％

-

↓

拠点計画・地域計画で設定した国内来
訪者数の目標を達成した計画数につい
て、毎年度80%以上の達成度を目指す

目標を達成した計画数の割合

成果実績 - 63 43

78.8

文化観光推進法の計画認定事業者等から申請のあった事業に対して、補助等により支援を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

事業者から提出されるフォローアップ調査票

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

事業者から提出されるフォローアップ調査票

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

- 64.7 82.9 80

目標値 - 80 80 80



-

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

-

活動内容②
（アクティビティ）

博物館や文化財を所有・管理する地方公共団体等を対象に、ウィズコロナ・ポストコロナにおける持続的な国際交流モデルを構築するため、海外館と連携した学芸
員等の共同調査・研究や、デジタル技術やレプリカ等を活用した先駆的な鑑賞モデルの構築を支援し、海外における博物館と日本文化のプレゼンスを高める。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

１団体当たり年間１５回程度国際交流
を実施することを目標とする。

海外との国際交流実施回数
の合計

活動実績 回 - 43 61 - -

当初見込み 回 - 45 45 - -

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

海外との国際交流実施回数が増加することで、国内の博物館と海外の博物館との国際交流が拡大し、海外における日本文化のプレゼンス向上及び文化を通じた
国際相互理解の促進に繋げることができる。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「令和元年度日本の博物館総合調査報告書」
※不定期に更新されるため、現時点では実績値は確認中。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

現状の2倍の博物館が、海外の博物館
と国際交流を実施することを成果目標
とする。

日本博物館協会調査回答館
（2,314館）のうち、国際交流実
施館の割合。

- - - -

目標値 - - 6 6 -

達成度 ％ - - - -

成果実績 -

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

令和４年度で本事業が終了しているため



- -

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

博物館等の国際交流の促進事業のアウトカムについては、根拠として
用いた「日本の博物館総合調査報告書」が更新され次第、検証する。

点検結果

本事業は、文化観光推進法に基づき主務大臣により認定を受けた拠点計画及び地域計画
に基づく事業であり、文化芸術推進基本計画においてもその必要性が明記されるなど、国と
して実施する必要がある。交付要項で対象経費等を定め、実績報告書で適正な使途や成
果等を確認するとともに、審査段階では外部の有識者委員会により対象経費や事業効果等
が厳しく審査されており、事業の効率性や有効性は確保されている。また、事業開始当初は
低かった執行率も令和４年度には９割近くまで改善している。

この事業は、業務上の課題解決を進める上で、より事業の有効性を図ることができるよう、更なる工夫・改善が必要である。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0415

文部科
学省

上記への対応状況

・令和４年度公開プロセスの取りまとめコメントを受け、外部有識者委員会での議論等も踏まえ、アウトカム指標の見直しを行った。
・PDCAサイクルの対外的な公表については、令和４年８月末に文化庁ホームページに明示するとともに、PDCAサイクルの概要だけでなく、令和２年度認定の24計
画について、各種指標の達成状況を中間評価結果として公表している。
・出口戦略については、文化観光を推進する上で共通した課題の解決等について、認定事業者以外にとっても活用できる指針となるようなものを今後作成してい
く。

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0022

（令和４年度行政事業レビュー公開プロセスにおける指摘）
事業全体の抜本的な改善
・事業設計とともに、来館者視点に基づくアウトカムの設定、それに基づく調査・評価設計が必要。具体的には、アンケートの実施指標も含めた調査・評価設計、
「次なる改善に直結できる評価」の視点で満足度以外の指標も採用し、事業者向けの要領等も抜本的に見直すことが必要。
・本事業は博物館を拠点として面としての魅力向上も目指す事業なので、初期アウトカムの指標は、来館者の満足度だけでなくエリア内での変化等を指標として設
定し、取組改善に向けたメルクマールとすることが必要。
・本事業について、認定プロセスだけでなく、ＰＤＣＡサイクルを対外的にわかりやすく公表することが必要。
・全国展開への出口戦略を構築して国民への説明責任を果たすことが必要。

-

令和2年度 文部科学省 新02 0029

0411 0032

令和4年度 2022 文科 21

引き続き、外部の有識者委員会による審査等を通じて、適切な事業実施に努める。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

文部
科学

令和元年度

平成28年度 352,370,新28-0004

平成29年度 361,378,新29-0032,32

令和3年度

平成27年度

文部科学省 新32

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 415

平成25年度 381

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

アウトカム指標の見直しに伴い、フォローアップ調査の質問項目を今年度から追加している。引き続きフォローアップ調査の着実な実施を図る。

事業内容の一部改善

年度内に改善を検討

372,新27-0041,新28-0005

平成30年度 362

平成23年度 392

平成26年度 376

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

・諸謝金 ０．８百万円

・委員等旅費 ２百万円

・職員旅費  １百万円

・庁費  ２百万円

令和４年度

文化庁

１，９０８百万円

Ａ．地方自治体、

民間団体等 78件

1,278百万円

Ｂ．民間団体 2社

128.6百万円

【補助金等交付】
委託【随意契約（企画競争）】

委託【一般競争契約（最低価格）】

観光再開・拡大に向けた文化観光コンテンツの充実事業：４６１百万

円

（Ｒ３補正予算の繰越）

Ｃ．民間団体 3社

55.7百万円

再委託【随意契約（その他）】

委託【随意契約（企画競争）】

文化観光推進法の認

定計画を推進するため

のコーチング支援等

文化観光推進法の認

定計画事業等への補

助

博物館等の国際交流

促進事業の委託

Ｄ．地方自治体、

民間団体等 ３件

34.4百万円



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

C

-

3 つぎて合同会社 4010403025440 コーチング支援等 7.6
随意契約（その

他）
- - -

- -

2 株式会社つぎと 9120001237281 コーチング支援等 14.2
随意契約（その

他）
- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 きづきアーキテクト株式会社 9130001067208 コーチング支援等 33.9
随意契約（その

他）
-

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

2 有限責任監査法人トーマツ 5010405001703 検査補助 3.8
一般競争契約
（最低価格）

4 - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社クリーク・アンド・リ
バー社

1010001101101
文化観光推進法の認定計画を推進
するためのコーチング支援等

124.8
随意契約（企画

競争）
3 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

- - -10
株式会社大阪中之島ミュージ
アム

1120001228271
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

40.6 補助金等交付

-

9 石川県 2000020170003
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

41.7 補助金等交付 - - -

- -

8 株式会社アマナ 1010701000676
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

42.9 補助金等交付 - -

- - -

7
公益財団法人横浜市芸術文
化振興財団

3020005007028
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

42.9 補助金等交付 -

6
東田ミュージアムパーク実行
委員会

-
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

46.7 補助金等交付

-

5 福島県立博物館 7000020070009
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

46.9 補助金等交付 - - -

- -

4 栃木県 5000020090000
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

47.7 補助金等交付 - -

- - -

3 京都市上下水道局 2000020261009
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

48.9 補助金等交付 -

2
公益財団法人横浜市ふるさと
歴史財団

1020005009769
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

49 補助金等交付

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 姫路市立美術館 1000020282014
文化観光拠点施設を中核とした地域
における文化観光推進事業

54.4 補助金等交付 - - -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

計 33.9 計 13.2

（自己負担分） ▲0.5

諸謝金 ワークショップでの講師、ビデオ出演 0.1

消費税相当額 10% 0.6

人件費 本事業に関する一般事務 0.6

借損料 海外でのレンタカー、海外での展覧会会場費 0.7

一般管理費 事業経費 1.2

事業費 旅費、消費税相当額等 5 旅費 海外の学芸員交流、海外での展覧会実施、招聘 4.6

人件費 コーチング支援等 28.9 雑役務費 ワークショップ開催、動画制作 5.9

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

1.7 事業費 専門家への謝金、旅費、消費税相当額等

旅費 招聘旅費等 0.4

職員人件費 24.7

役務費 手数料、デザイン費等 0.5 一般管理費

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

需用費 工事請負費、印刷製本費等 0.7 人件費

計 54.4 計 124.9

光熱水費等 6.3

38.2

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

委託費 作品輸送、展示、設営等 51.1 再委託費
コーチング支援等（株式会社きづきアーキテクト
他２社）

55.7

報償費 翻訳、指導謝金等



D

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

3
契約者：御船町
事業者：御船町恐竜博物館

8000020434418 博物館 8.3
随意契約（企画

競争）
3

3

2
和歌山移民研究を軸とした国際交流事業
実行委員会（和歌山県立近代美術館内） - 博物館 12.9

随意契約（企画
競争）

3

1
公益財団法人横山大観記念
館

6010505002121 博物館 13.2
随意契約（企画

競争）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）
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